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つながる人とデータ：IFLA WLIC 2013 における

Linked Data とコミュニティ活動

天 野 絵里子

抄録：Linked Data は，2013 年 8 月にシンガポールで開催された IFLA World Library Information Con-

gress で最も話題となっていたテーマの一つである。本稿では，Linked Data に関するサテライト・ミー

ティングで発表された各国の事例等を紹介し，Linked Data が大学図書館で実際に活用されるようになった

場合のインパクトとそれによる業務の変化について考察する。また，IFLA は，Linked Data 以外にも，

様々な課題に取り組む多くの図書館員のグローバルな実践コミュニティ活動に支えられている。中でもユ

ニークな取り組みを行っている，新しい図書館員を支援するネットワークとして New Professionals Special

Interest Group の活動を紹介し，日本の大学図書館員がこのようなグローバルな活動に関わる可能性につい

て述べる。

キーワード：IFLA，Linked Data，コミュニティ活動

1．はじめに

2013 年 8 月 17 日から 23 日にかけてシンガポー

ルで開催された，IFLA の年次大会 World Library

Information Congress（以下，IFLA 大会）に参加

した。「未来の図書館：限りない可能性」という

テーマのもと，200 を超える委員会やセッション，

そして会期前後のサテライト・ミーティングや図書

館ツアーなどが行われ，多様な館種の多岐に渡る課

題について，120ヵ国以上から約 3,750 名の図書館

員が集い，プレゼンテーションやディスカッション

を行った。IFLA 大会は，また，懇親会や，あちら

こちらで行われるコミュニケーションを通じ，世界

中の図書館員の情報交換や人間関係づくりの絶好の

機会ともなっている。大会の様子については，カレ

ントアウェアネス-E
1）

および Code4Lib JAPAN カ

ンファレンス 2013（南三陸町）
2）

でも報告している

ので，参照されたい
3）

。

本稿では，まず，大会参加にあたり筆者が着目し

ていたテーマの一つである Linked Data について，

IFLA 内での動向を伝えるとともに，実際に図書館

員や利用者が Linked Data をベースにしたサービス

のエンドユーザとなってきた時に何が変わるのか，

また，サービスの提供者として大学図書館員はどの

ようなことを知り，どう対応すればよいのかについ

て関心を促すことを試みる。Linked Data は，世界

の図書館員が注目している話題の一つである。日本

でも，技術的な議論や，NII，国立国会図書館から

のデータ提供が始まっているが，利用者へのサービ

スへの展開についての議論はまだ始まったばかりで

あろう。

また，IFLA の中のコミュニティ活動についても

紹介し，日本の大学図書館員がこのようなグローバ

ルな活動に関わる可能性について述べる。IFLA

は，Linked Data だけでなく，様々な課題に取り組
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む多くの図書館員のグローバルなコミュニティ活動

に支えられている。中でも，ユニークな取り組みを

行っているのが，新しい図書館員を支援するネット

ワークとして New Professionals Special Interest

Group である。このグループが主催していたワー

クショップの内容や，参加した経験についても述べ

る。

2．つながるデータと図書館

2-1．Linked Data と図書館

Linked Data は，もともとセマンティックウェブ

の分野で提唱されている，ウェブ空間においてデー

タ間に意味のあるリンクを生成する仕組み
4）

である

が，近年，図書館の世界にも紹介されるようになっ

てきた。この背景には，図書館の内外にいくつかの

理由が存在する。

まずは，各国の政府による公的データのオープン

化，つまりオープンデータの流れである。アメリ

カ，イギリスを始めとして，日本でも公的な統計

データ等の機械的に利用されやすい形式でのオープ

ン化が進んでいる。その中で，相互運用性に優れた

データの公開手法として Linked Data があり，公的

データである図書館の書誌データもまた同様の形式

でオープン化される必要性が高まっている。国立国

会図書館による典拠データは，Linked Data として

利用することができる
5）

。

図書館のデータはもともとセマンティックウェブ

の考え方になじみやすく，データそのものの記述の

信頼性も高く，活用の可能性が大きいとの見方もあ

る。逆を言えば，図書館の書誌データが従来のまま

であることによって，ウェブ検索に慣れた利用者に

価値が伝わりにくくなっている昨今，図書館が積み

上げてきた書誌や典拠データの価値を引き出す手法

としても捉えられている
6）

。

NACSIS-CAT の書誌レコードが著者名典拠レ

コードや統一著作典拠レコードに ID によってリン

クしており，OPAC などのインタフェース上では

リンクをたどって相互に情報を参照できたり，リン

クしているレコードを一覧できたりするので，

Linked Data の考え方が与える最初の印象は，図書

館員にとって新しくはないかもしれない。ただし，

今までの書誌や典拠の情報は，NACSIS-CAT の中

にすべてなければならないし，中でのみリンクし

あっているに過ぎなかった。Linked Data の世界で

は，これらが図書館の外の，広大なウェブ上のデー

タともつながるし，外部からもリンクされる可能性

が生まれるため，利用者が辿り着きやすくなるので

ある。

2-2．IFLA における Linked Data

IFLA はすでに 2010 年ごろから Linked Data を

課題の一つとして取り上げ，情報技術分科会（In-

formation Technology Section）を中心として，技

術的な標準化やサービスへの可能性を議論してき

た。2010 年 8 月にスウェーデンのヨーテボリで開

催された IFLA 大会でも大きな話題になっており，

このことは兵藤の大会参加報告に詳しい
7）

。この時

点ですでに米国議会図書館やスウェーデン国立図書

館，ドイツ国立図書館などの目録データが Linked

Data に対応した方式でデータの公開を行っていた。

IFLA シンガポール大会会期中に行われた情報技

術分科会の常任委員会でも，データ標準等の技術的

な観点や事例の紹介など，様々な切り口から Link-

ed Data の普及に向けてさらなる活動を進めていく

ことが決定されたとのことである
8）

。

IFLA の中で Linked Data の図書館への適用の可

能性を広げていく中心的なコミュニティとして，

2011 年のプエルトリコでの IFLA 大会より，IFLA

の情報技術分科会のもとに Semantic Web Special

Interest Group（以下，SWSIG）
9）

が設けられ，そ

の活動が始められた。SWSIG は，セマンティック

ウェブの最新技術により図書館のデータを活かし，

システムを発展させ，典拠データやシソーラスを広

く外部のコミュニティへも提供することを目指して

いる。このような取り組みは技術のわかるライブラ

リアンのみにとどまりがちであるが，SWSIG は，

図書館のコミュニティ全体にセマンティックウェブ

の可能性を示し，共有していくこともその目的とし

ている。

シンガポールで SWSIG が主催した公開セッショ

ンは，そういったグループの目的を反映させたもの

で，すでに Linked Data を取り扱っている技術肌の

ライブラリアンから，Linked Data のことをよく知

らない者までをカバーした内容であった。広い会場

で，参加者は四つのトピックあるいは「初心者向

け」グループに分かれてディスカッションを行う。

四つのトピックは，「標準とマッピング」「つながり

と協働」「Linked Data の利用と再利用」「調理器具

とレシピ」であり，それぞれ 20 名ほどの参加者が

あった。筆者は「初心者向け」のグループに参加し

たが，参加者数は最も多く，アジア系の参加者はこ

こに集まったようであった。SWSIG の主査である

Emmanuelle Bermès 氏によるわかりやすい説明が

なされ，次年度の IFLA 大会では図書館の管理職や

目録担当者向けのチュートリアルがあるとよいと

いった意見が出た
10）

。

シンガポール国立図書館のブースでも，Linked
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Data による書誌データの発信についての展示があ

るなど，Linked Data に対する関心の高まりは欧米

だけではなくなってきていると実感した。

2-3．見え始めた Linked Data の活用事例

IFLA 大会に先立つ 8 月 16 日にジュロン地域図

書館で SWSIG の主催で行われたサテライト・ミー

ティングでは，まだ試行段階のものも含め，Link-

ed Data のさまざまな活用事例が発表された
11）

。

ミーティングのタイトルは「Linked Data がつくる

利用者との対話（User Instruction Built on Library

Linked Data）」であり，Paola Di Maio 氏の基調講

演では，知識をつなぐ Linked Data の可能性が述べ

られた。

フランス国立図書館が試行的に提供する Open-

Cat は，Linked Data を最も図書館らしいインタ

フェースで実用化しようとしている。data.bnf.fr

は，2011 年にフランス国立図書館のもつ書誌デー

タを Linked Data 形式で提供することによって，再

利用されることを目的にスタートしたサイトであ

る。このデータをベースとし，FRBRモデルに基づ

いた検索インタフェースが OpenCat である。公共

図書館の所蔵データを結びつけることによって，

ローカルOPAC としても機能するとのことである。

同じくフランスからは Bermès 氏が，「ライブラ

リアンが作った美術館のウェブサイト」としてポン

ピドゥー・センターの検索サービスを紹介した。

サービスのベースになっているのは，異なる種類の

データをリンクさせたデータモデルである。美術作

品は，関連書籍，関連イベント，場所，アーティス

トなど人物情報，コレクション名などに結び付けら

れている。よって，検索インタフェースでも，その

リンクを利用して関連の情報へとたどって行くこと

ができる。美術作品に対して利用者が持つさまざま

な興味・関心に応えるサービスと言えるだろう。

アメリカのノースカロライナ州立大学チャペルヒ

ル校で行われた資料に関する注釈の保存・活用の試

行事例や，ドイツ国立図書館のデータを活用した検

索キーワード選択支援アプリTopic wheel の発表も

印象深かったが，これらは図書館コミュニティ外の

人が図書館の Linked Data を活用した事例として注

目に値する。

Bermès 氏は，後日自身のブログに，スウェーデ

ン国立図書館のMartin Malmsten 氏の言葉を引き

ながら，セマンティックウェブの問題の本質はこう

いった活用事例ではないにしても，その理念を非技

術者，特に政策立案者にわかりやすく説明するには

「見せる」ことが重要であると述べている
12）

。この

サテライト・ミーティングもまた，Linked Data の

なかなか見えにくい技術的な価値を伝える機会で

あったのである。

2-4．Linked Data が変える情報探索

Linked Data の仕組みによって情報がつながりは

じめたときに，図書館のサービスはどのように変わ

るか，その一端を見せてくれたのが OCLC のプレ

ゼンテーション
13）

であった。OCLC は，加盟館を

中心に世界中の 3 億の書誌情報を取り扱っており，

所蔵データの数は 20 億にも上る。それらをユーザ

に届けるインタフェースが，周知の WorldCat であ

り，Linked Data で書誌データの提供を行ってい

る
14）

。また，すでに Linked Data を活用した検索イ

ンタフェースとして，Facebook 上のアプリ
15）

を実

験的に公開している。

OCLC は，「第二次世界大戦がその後に与えた文

化的インパクトについて，ある国について考察せ

よ」という課題を与えられた一人の女子学生がどの

ように図書館の資源にたどりつくかというシナリオ

が示される。まず，課題に取り組み始めた彼女は，

馴染みのある Google や Amazon から関連の情報を

大学図書館研究 C（2014.3）
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探そうとする。しかし，ウェブ上のさまざまなサー

ビスで得られる情報は断片化しており，必ずしも図

書館のデータに結びついているわけではないので，

彼女はそこからすぐには図書館に豊富にある資源に

たどり着くことができない。図書館は，蔵書を構築

しそれを利用者に届けるために，Select（選択），

Acquire（受入），Describe（記述），Preserve（保

存）という非常に洗練された仕組みをもっている

が，現代の利用者が情報を得る場所に図書館の情報

を Expose（露出）するという考え方が必要であ

る。書誌情報を Expose するためには，データの構

造に対する考え方を変える
16）
必要があり，OCLC

は目下それに取り組んでいるとのことである。書誌

や所蔵の情報がウェブ環境に望まれる形で，つまり

リンク可能な状態で Expose されていれば，たとえ

ば件の女子学生がレポートの対象としてドイツを選

び，ウェブ検索からギュンター・グラスの「ブリキ

の太鼓」に興味を持った時，Wikipedia のギュン

ター・グラスの項目や，そこからその本を所蔵して

いる身近な図書館へと自然と導くことが可能にな

る。

2-5．大学図書館へのインパクト

以上のように，Linked Data は図書館の書誌・所

蔵情報の管理や利用者サービスを変革しつつある

が，大学図書館における実際の仕事にはどのような

インパクトがあるのだろうか。また，その変化に対

して大学図書館員はどう対応すべきなのであろう

か。担当業務別に考察し，最後にコミュニティ活動

への期待を述べる。

まず図書館の管理職にとっては，目録の管理者と

協力し，自館の目録業務を合理化しながら図書館の

新たな価値を高めるチャンスとなるであろう。すで

に NACSIS-CAT の枠組みは，目録情報の共有で成

果を上げてきた。ただし，ここではあくまで図書館

の目録情報の中のみで情報と業務の共有が実現して

いるにすぎない。データがつながりあうウェブの世

界では，図書館以外の情報も図書館のデータに結び

つけることができるので，検索サービスのインタ

フェースを通じて利用者に提供できる情報をより豊

かなものにしながら，業務の合理化も可能となるで

あろう。図書館の新たな役割として，特殊コレク

ションや，学内の博物館や文書館等の持つデータは

同じ学内にありながら断片化していたが，これらを

図書館がうまく整理して標準的な形式で公開すれ

ば，大学全体に貢献することも可能となる。データ

の品質に関して，従来は書誌情報の記述の良し悪し

に重きがおかれていたが，これからは，リンクの精

確さが基準の一つとして重要性が高まり，異なる語

彙を持つデータセットをどのようにリンクすれば適

当かつ有効かといったことにも観点が移っていくで

あろう。

Linked Data を活用した検索サービスが普及した

近い将来，レファレンスや利用教育の担当者にとっ

ても，そのサービスの内容を変化させる必要がある

だろう。情報が各データベース・サービスに断片化

されている従来の環境では，大学図書館員や利用者

は，得たい情報によってどれを検索すればよいか学

習する必要があった。Linked Data が実現する環境

では，情報が芋づる式に得られるため，混乱しない

ように情報検索をより戦略的に行わなければならな

いし，大学図書館員は率先してその方法を開拓する

必要がある。また，情報を利用する際には信頼性を

判断することが重要であるが，その判断の基準の一

つとして，情報と情報のリンクの精確さも考慮する

必要が生じるであろう。検索サービスの有用性は，

そのインタフェースによるところが大きいが，

Linked Data を活用したサービスのインタフェース

の開発はまだ未知数である
17）

。サービスの現場から

のフィードバックが期待される。

Linked Data の仕組みが図書館の書誌・所蔵情報

に浸透していくと，今後図書館の業務を変えていく

可能性があるが，データ提供の実践的な取り組みは

まず国レベルの図書館が行っているため，それ以外

の図書館ではなかなか自分たちのテーマとして捉え

にくい。しかしながら，日本の図書館界でも，日本

図書館研究会の情報組織化研究グループが平成 25

年度の研究テーマとして「LOD 時代の書誌コント

ロール」
18）

を掲げて勉強会を実施するなど，知識の

普及が進んでいる。RDA や FRBR など，目録の新

しい動向に関する勉強会もあちこちで行われている

ことから，図書館資料の管理の面で従来ベースにし

てきた考え方を変革する機運は高まっているのでは

ないかと考えられる。そして，各勉強会が，図書館

の壁を超えたコミュニティとしても機能する可能性

があるのではないだろうか。各勉強会参加者の今後

の活動に注目するとともに，IFLA のような国際的

な場での日本からの貢献を期待したい。

3．人のつながりで支えあう

3-1．新しい図書館員のグローバルなネットワーク

IFLA は，Linked Data に関してだけでなく，

様々な新しい課題に取り組むために，各分科会のも

とに Special Interest Group を置いている。中でも

筆者が注目していたのは，New Professionals Spe-

cial Interest Group（以下 NPSIG）の活動であり，
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8 月 22 日にはこのグループの主催するワーク

ショップに参加した。

NPSIG は，図書館協会経営分科会が支援するグ

ループで，グローバルな図書館員のネットワークづ

くりを目的としている。IFLA 大会の会期の前には

OIFLAcamp2Pの 2 日間のプログラムを実施してい

た。参加していないので詳細は不明であるが，「ア

ンカンファレンス」という，あらかじめ明確なテー

マを決めずにその場でテーマを決めてグループで議

論するといった自由な形式で行われたとのことであ

る。また，NPSIG は，各国のライブラリアン同士

のペアを作り，期間を定めてコミュニケーションを

促すなどユニークな活動を行っている。

IFLA 大会でこのグループが主催したワーク

ショップは，ONew Librarians Global Connection:

best practices, models and recommendationsPと題

し，テーマ別に 4 つのグループに分かれ，ファシリ

テーターのもとでそれぞれがディスカッションなど

をおこなうという形式であった
19）

。グループのテー

マは，「未来の図書館を担う新米ライブラリアンの

ためのインターンシップ」「汝自身のリーダーシッ

プを知れ」「ディベート：リーダーシップはマネー

ジメントより大事」といったもので，私が参加した

のは「世界はあなたの思うまま（the world is your

oyster）」という，図書館員として国際的なキャリ

アを歩むことについて考えるグループであった。現

在西オーストラリアの大学図書館で働いているアメ

リカ出身のライブラリアンがファシリテーターを務

め，「海外で働くにあたってはどんな問題があるか」

「どんな良さがあるか」といった問いに約 30 名の参

加者が口々に意見を言ったり，用意されたワーク

シートにそって各自が自己分析（家族や友人と離れ

ても大丈夫か，異文化への適応性はあるか，など）

を行ったりといったアクティビティがあった。隣の

人とディスカッションする時間もあったが，ペアに

なった中国系の方は，アメリカなど数か国を渡り歩

いてもうすぐ退職とのことで，話していて非常に刺

激を受けた。

具体的なテーマのある発表やディスカッションで

構成される他のセッションと比べて漠然としたテー

マのワークショップであるが，国境を超えて図書館

員同士の横のつながりを促進するという目標を充分

に達成していたように思う。また，参加者も非常に

多く，このようなゆるやかなネットワーキングが各

国の図書館員に望まれているのだということを実感

した。

4．おわりに

本稿では，2013 年の IFLA 大会で筆者が注目し

た話題のうち，Linked Data とコミュニティ活動に

ついて概括し，今まさに拡がりつつあるグローバル

なデータと人の「つながり」をお伝えできるよう試

みた。Linked Data については，技術的な議論を乗

り越え，すでに多くの実践がある。これからは，

Linked Data の仕組みにもとづいて，異なるデータ

セットをつなげたり，ユーザ・インタフェースを開

発したりすることによって有用性を追求する段階に

きている。今後大学図書館の現場で Linked Data が

活用されていくにあたり，目録の面では書誌情報を

図書館外のデータを結びつけることによって価値を

高めながら業務を合理化できたり，サービスの面で

は利用者の情報行動に沿った検索環境を提供し，自

然に図書館の資源に導くことができる可能性があ

る。大学図書館では，管理職層を含めた各担当者

が，最新の動向をもとに従来の業務に対する考え方

を変えていく必要があるだろう。

IFLA の内外を問わず，グローバルな図書館員の

コミュニティ活動が拡がっている。Linked Data な

ど新しいテーマに関しては，ボランタリーかつ

IFLA 公認のコミュニティとしての活動や，W3C

の図書館 Linked Data インキュベータグループ
20）

と

が重なりあって，図書館における Linked Data の活

用を模索し，実際に試行錯誤してデータを創り，

サービスを開発してきている。NPSIG など，特定

の技術や分野に取り組むのではない，ゆるやかな

ネットワーキング活動も興味深い。今回 IFLA 大会

に参加し，こういったグローバルなコミュニティ活

動が，IFLA 大会がテーマにした「未来の図書館」

を作っていくのだと実感させられた。

日本でもこのようなコミュニティ活動は盛んであ

るが，国境を超える活動に参加している大学図書館

員はごく少ない。ここには言語の壁の他に，自らの
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知識と経験，権限と責任を持ってコミュニティ活動

に個人として参加することが難しい，日本の大学図

書館における人的資源管理特有の大きな課題をあら

ためて感じることにもなった。

図書館は，資料の情報や人がつながることによっ

て大きな力を生み出すことができる。今回の IFLA

大会に参加でそのことが再確認できたとともに，

Linked Data についてなど，新しい課題に対する多

様な知見を得ることができた。
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8 月 19 日から 2 日間に渡るポスタープレゼン

テーションでは，OCreating the Future Ecosystem

of Academic Resources in Kyushu UniversityP
21）

と

題して九州大学附属図書館における eリソース管理

とサービスおよび関連の学習支援活動について紹介

した。ポスターの作成にあたっては，同僚の工藤絵

理子，兵藤健志両氏より助言をいただいた。このポ

スターについては，後日フィンランドから問い合わ

せがあったり，内容に関係するベンダのサポート

チームから好評をいただけたことも記しておきた

い。
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Eriko AMANO

Linking people and Linked Data: A Report of IFLA WLIC 2013

Abstract：Linked Data was one of the most popular themes at the IFLA World Library Information

Congress that was held in Singapore in August 2013. In this paper, the author introduces examples of linked

data from a variety of countries that were presented at the satellite meeting and considers the impact and

changes to workflows when university libraries really begin to utilize linked data. In addition to Linked Data,

IFLA supports a number of global community activities for librarians. One of the more unique groups is the

New Professionals Special Interest Group, which supports networking for new professionals. The author

explains how Japanese university library staff can become involved in these types of global activities.

Keywords：IFLA / International Federation of Library Associations / Linked Data / community activities
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